
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

Rudra(ルドラ）

エグザイル
エグザイル

UGNチルドレンA

15

命令

貧乏

闘争

脱走

サドゥー

男

31

好敵手

4
2
0
2

1
0
0
0

1
0
1
0

6
2
1
2

33
5
5
10
20

2 1
1

UGN 1

ゾディアックウェポン 白兵 6r-1 3 11 この武器を使用した白兵攻撃の命中判定にエフェクトを組み合わせている場合、その攻撃のダメージロールに＋1ｄ10する。ただし、使用することであなたの侵蝕率を+2する。

0 0

異形(フリークス
シヴァ

ゾディアックウェポンの所持者たち
“超越者(メタゼオス)”テオフィラ

執着
連帯感
好奇心

脅威
敵愾心
脅威

ウェポンケース

4

ワーディング

リザレクト

コンセ：エグザイル

聖痕

オールレンジ

死神の精度

貪欲なる拳

マルチアタック

異形の相

環境適応

★

0

2

2

7

3

3

2

1

1

-

1d10

2

0

2

4

3

5

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

メジャー

常時

視界

-

武器

武器

武器

至近

至近

至近

シーン

自身

単体

自身

自身

自身

自動

自動

シンドローム

白兵

白兵

白兵

自動

自動

自動

-

↓100

リミット

ピュア

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

侵蝕上昇-Lv+2(最低1)。HP-5。シナリオ3回。

+LvD

《オールレンジ》攻+Lv*5。シーン1回。

+Lv+1D

攻撃、ドッジ直後、達成値+10。シナリオLv回。

表情筋を過剰コントロールする

局地にも順応

生まれはなんて事のない平凡な家庭だった。
人口第二位の国家、最も多いヒンディー語識者、ヒンドゥー教徒、スードラ、大家族。
輪廻が存在し、今世に生まれ落つ肉体が完全にランダムに決まるとすれば、最も平凡と言えるだろう。
7人兄弟の5人目、三男。
立場も平凡なものだった。両親は人手不足を補うために子供を増やし、立ち歩くころには働き手として使い、物心つくころには農業に準じていた。
そのまま育てば広い世界など知らずに一生を過ごしたのだろう。だが、人に飼われて生きるほど従順な魂ではなかったらしい。
彼の業がそうさせたのか、彼に託宣を下す神がいたのか、外界への好奇心が膨らむにつれ徐々に外見への変化が起こる。
元々混じっていた白髪は増え、犬歯はずいぶんと鋭く、額についたこぶは大きく伸び、瞳の色も変わった。
彼を悪魔と称するものも、それこそ神と崇める者もいた。ある程度広まったころにはUGNに保護され、小さな噂だけが流れて消えた。
行く当てもないためそのままUGNチルドレンとして所属、任務にあたる。
聖痕の影響もあり学校にもろくに通わず放浪。14歳で勝手にサドゥーとなり戸籍を放棄。
UGN所属から数年にして牡牛座のゾディアックウェポン所持者に選ばれる程の頭角を現す程度には実力がある。
CNはシヴァの畏怖するべき側面、バイラヴァから。

全力で自由と戦闘を求める荒くれもの。
人生の目標はシヴァ神。シヴァ神の乗る牡牛、ナンディンみたいなところはある。創造と破壊の神、なりてぇ。
ヒンドゥー教徒を名乗っているが決して信者ではない。シヴァかっけー！って言ってるだけのガキである。信仰する対象はない、何故なら俺が最強になるので。
牛も全然食う。強くなれるって聞いたから。あと牛より俺の方が強いので。
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